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きらりとひかる田園都市みさと

答　

大
き
な
違
い
は
「
人
に
関

す
る
拠
点
」
と
「
産
業
に
関
す

る
拠
点
」
と
し
て
、
２
種
類
の

拠
点
を
位
置
づ
け
た
こ
と
で
あ

る
。「
人
に
関
す
る
拠
点
（
地

域
拠
点
）」
は
５
か
所
あ
り
、

特
に
三
郷
中
央
駅
周
辺
を
市
の

中
心
的
な
役
割
を
担
う
「
都
市

交
流
拠
点
」
と
し
た
。「
産
業

に
関
す
る
拠
点
（
産
業
拠
点
）」

は
、
三
郷
Ｉ
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ

Ｃ
周
辺
、
三
郷
料

金
所
ス
マ
ー
ト
Ｉ
Ｃ
周
辺
及
び

三
郷
吉
川
線
沿
道
の
３
か
所
と

し
た
。
拠
点
の
位
置
づ
け
を

は
っ
き
り
さ
せ
、
バ
ラ
ン
ス
の

▽�

特
別
委
員
会
で
は
次
の
よ
う

な
質
疑
が
あ
り
ま
し
た
。

問　

現
計
画
の
達
成
度
を
ど
の

よ
う
に
捉
え
、
今
回
の
計
画
に

反
映
し
て
い
く
の
か
。

答　

人
口
や
税
収
な
ど
の
堅
調

な
伸
び
を
大
き
な
成
果
と
し
て

捉
え
て
い
る
。
各
施
策
に
つ
い

て
は
、
指
標
の
達
成
度
を
検
証

し
て
お
り
、
第
５
次
総
合
計
画

に
生
か
し
て
い
く
。

問　

様
々
な
拠
点
が
あ
る
が
、

現
計
画
と
の
大
き
な
違
い
は
。

議
案
第
19
号 

基
本
構
想
を

定
め
る
こ
と
に
つ
い
て

問問 答

答

論点論点
11

６月定例会に上程された議案のうち、特に市民の方々に関連の深い議案が、どのように審議されたか、その要旨をお知らせします。

わがまちの将来都市構想を描くわがまちの将来都市構想を描く
第５次三郷市総合計画基本構想を策定へ第５次三郷市総合計画基本構想を策定へ

　６月定例会には、市長から
「基本構想を定めることにつ
いて」など33議案が提出さ
れ、原案どおり可決しました。

６月定例会

６/1〜11

基本構想の策定には
　三郷市において基本構想は、三郷
市自治基本条例第16条第１項の規
定により議会の議決を経て定められ
ます。また、三郷市では、昭和61
年に第１次総合計画基本構想を策定
して以来今回が５回目の基本構想策
定となります。なお、総合計画は、
基本構想、基本計画及び実施計画か
ら構成され、第５次では令和３年度
から令和12年度までの将来都市像
を描きます。

◆基本構想審査特別委員会◆
　議会では、第５次三郷市総合計画基本構想は、長期
にわたる本市のまちづくりの理念、将来都市像、施策
の大綱などを定める特に重要な案件であることから、
特別委員会を設置し審査しました。

◎鈴木深太郎　　○佐藤　裕之　　岡庭　　明　　菊名　　裕
　柳瀬　勝彦　　　渡邉　雅人　　篠田　　進　　中野　照夫
　佐藤　智仁　　　深川　智加　　村上香代子

　　　　　　　　◎委員長　○副委員長

ま
ち
づ
く
り

の
理
念

将
来
都
市
像

経
営
方
針

ま
ち
づ
く
り
方
針

まちづくりを進めていく上で、
市民等と行政が共有したい基本的な考え

10年後のまちづくりの目標

まちづくりを支えるための基本方針

将来都市像の実現に向けてどのように取り組むべきか

安全でいつも
安心して

住めるまちづくり

地域力の醸成

都市基盤の充実した
住みやすいまちづくり

子どもが健やかに、
のびのびと成長できる

まちづくり

水と緑を生かした環境
にやさしいまちづくり

行財政基盤の強化

誰もが生きがいを持ち
輝くまちづくり

健やかで自立した
生活を支え合う
まちづくり

まちの魅力向上

魅力的で活力のある
まちづくり

きらりとひかる田園都市みさと
～人にも企業にも選ばれる魅力的なまち～

自立都市みさと 交流都市みさと活力都市みさと
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論点１

と
れ
た
ま
ち
づ
く
り
を
し
て
い

く
。

問　

防
災
減
災
核
は
、
な
ぜ
２

か
所
だ
け
な
の
か
。

答　

将
来
都
市
構
造
図
に
は
、

防
災
拠
点
と
な
る
施
設
と
し
て

代
表
的
な
も
の
を
記
し
た
。
こ

の
中
で
北
は
市
役
所
と
消
防
本

部
の
周
辺
、
南
は
今
後
整
備
を

予
定
し
て
い
る
南
部
地
域
拠
点

の
施
設
周
辺
を
防
災
減
災
核
と

し
て
位
置
づ
け
た
。

問答　
最
終
結
論
を
出
す
本
会
議

で
は
、
委
員
長
が
特
別
委
員

会
の
審
査
内
容
を
報
告
し
ま

し
た
。

　
ま
た
、討
論
で
は
、「
３
か

所
の
産
業
拠
点
な
ど
、開
発

に
固
執
し
た
ま
ち
づ
く
り
で

あ
り
、市
民
参
加
が
真
剣
に

追
求
さ
れ
た
か
も
疑
問
が
あ

る
こ
と
か
ら
反
対
」、「
将
来

都
市
構
造
図
で
は
、市
内
各

所
に
将
来
を
見
据
え
た
必
要

な
拠
点
を
配
置
し
、そ
の
内

容
が
明
確
に
描
か
れ
て
い
る

こ
と
か
ら
賛
成
」な
ど
が
あ

り
ま
し
た
。

　
続
い
て
採
決
の
結
果
、
賛

成
多
数
で
可
決
し
ま
し
た
。

図：将来都市構造図

産業振興
地区

産
業
振
興
地
区

産業振興地区

（仮称）三郷流山橋（仮称）三郷流山橋

三郷吉川線沿道三郷吉川線沿道

三郷市陸上競技場公園三郷市陸上競技場公園

インター南部中央公園インター南部中央公園

三郷緊急用船着場三郷緊急用船着場

におどり公園におどり公園

鷹野小学校付近鷹野小学校付近
県営みさと公園県営みさと公園
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きらりとひかる田園都市みさと

し
た
。
補
助
額
に
つ
い
て
は
、
最

大
70
万
円
、
補
助
率
を
10
分
の
10

と
し
、
現
行
制
度
と
は
別
枠
で
の

申
請
を
可
能
と
す
る
。

問　

具
体
的
に
は
、
ど
の
よ
う
な

事
例
を
想
定
し
て
い
る
の
か
。

答　

飲
食
店
な
ど
が
デ
リ
バ
リ
ー

や
宅
配
事
業
に
参
入
す
る
場
合
の

バ
イ
ク
の
購
入
、
客
席
に
感
染
防

止
パ
ネ
ル
な
ど
を
設
置
す
る
費
用

を
想
定
し
て
い
る
。

◦�

小
学
校
教
育
用
パ
ソ
コ
ン
整
備

事
業
（
２
億
９
６
６
０
万
円
）

◦�

中
学
校
教
育
用
パ
ソ
コ
ン
整
備

事
業
（
１
億
２
４
１
３
万
円
）

問　

文
部
科
学
省
の
「
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ

ス
ク
ー
ル
構
想
」
と
は
何
か
。
ま

た
、
ど
の
よ
う
な
学
習
形
態
が
想

定
さ
れ
て
い
る
の
か
。

答　

国
の
構
想
は
、
全
国
一
律
の

Ｉ
Ｃ
Ｔ
環
境
整
備
を
目
指
す
も
の

【
補
正
予
算
（
第
２
号
）
の
概
要
】

　

国
か
ら
の
地
方
創
生
臨
時
交
付

金
な
ど
を
財
源
に
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
と
し
て
各

種
事
業
を
実
施
す
る
も
の
で
す
。

▽�

本
会
議
で
は
次
の
よ
う
な
質
疑

が
あ
り
ま
し
た
。

◦�

中
小
企
業
経
営
・
創
業
支
援
事

業
（
５
０
０
０
万
円
）

問　

が
ん
ば
ろ
う
企
業
応
援
事
業

費
補
助
金
の
拡
充
内
容
は
。

答　

現
行
制
度
に
特
例
を
設
け
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対

策
の
た
め
に
行
う
事
業
を
対
象
に

追
加
し
た
。
ま
た
、
対
象
者
の
要

件
と
し
て
市
内
に
お
い
て
１
年
以

上
の
事
業
継
続
期
間
と
な
っ
て
い

た
も
の
を
６
か
月
に
緩
和
す
る
。

さ
ら
に
令
和
２
年
４
月
１
日
以
降

の
取
り
組
み
に
つ
い
て
は
、
事
業

開
始
後
で
あ
っ
て
も
補
助
対
象
と

論点論点
22

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策
の

対
策
の

　
補
正
予
算
を
可
決

　
補
正
予
算
を
可
決

問

問 問

答

答答

　議案第34号　令和２年
度三郷市一般会計補正予
算（第２号）は、本会議
での質疑の後、委員会付
託を省略し、通常より６
日間早い６月３日に可決
（全議員賛成）しました。

本会議で予算審議本会議で予算審議

避難所備蓄品避難所備蓄品
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論点２

◦補正予算（第２号）による◦補正予算（第２号）による
そのほかの事業そのほかの事業

で
あ
る
。
具
体
的
に
は
、
校
内
に

お
け
る
高
速
大
容
量
通
信
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
の
整
備
及
び
、
児
童
生
徒

に
は
１
人
１
台
端
末
の
配
備
を
目

指
す
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
の

よ
う
に
パ
ソ
コ
ン
室
に
限
定
さ
れ

る
こ
と
な
く
、
子
ど
も
た
ち
１
人

ひ
と
り
が
端
末
を
利
用
し
た
学
習

を
想
定
し
て
い
る
。

問　

今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
。

答　

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
環
境
及
び
学

習
用
端
末
の
整
備
に
つ
い
て
は
非

常
時
の
緊
急
対
応
も
想
定
し
、
10

月
を
目
標
と
し
た
早
急
な
整
備
を

目
指
し
て
い
る
。

問　

タ
ブ
レ
ッ
ト
型
端
末
の
管
理

方
法
は
。

答　

ア
ク
セ
ス
制
限
に
つ
い
て

は
、
家
庭
と
の
連
携
を
踏
ま
え
た

研
究
を
進
め
る
。
ま
た
、
故
障
や

機
器
の
劣
化
に
よ
り
子
ど
も
た
ち

の
学
び
を
止
め
る
こ
と
が
な
い
よ

う
、
よ
り
良
い
管
理
運
営
に
努
め

て
い
く
。

問　

設
置
後
の
通
信
費
用
な
ど
の

経
費
は
ど
の
よ
う
に
な
る
の
か
。

答　

各
校
に
お
け
る
、
高
速
大
容

量
通
信
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
費
用
に

つ
い
て
は
、通
信
運
搬
費
と
し
て
、

市
で
負
担
し
て
い
く
。

◦�

災
害
備
蓄
品
整
備
事
業

　
（
３
４
２
３
万
円
）

問　

避
難
所
で
の
感
染
拡
大
を
防

ぐ
た
め
、
消
耗
品
及
び
資
機
材
な

ど
の
備
蓄
品
と
は
、
ど
の
よ
う
な

も
の
を
整
備
す
る
の
か
。

答　

主
な
消
耗
品
と
し
て
、
避
難

所
と
な
る
施
設
ご
と
に
、
不
織
布

マ
ス
ク
、
手
指
用
消
毒
液
、
使
い

捨
て
手
袋
、
使
い
捨
て
ガ
ウ
ン
及

び
フ
ェ
イ
ス
シ
ー
ル
ド
な
ど
で
あ

る
。
資
機
材
と
し
て
は
、
避
難
者

の
健
康
状
態
を
確
認
す
る
た
め

の
、
非
接
触
型
体
温
計
、
血
圧
計

及
び
パ
ル
ス
オ
キ
シ
メ
ー
タ
ー
、

ま
た
、
避
難
所
滞
在
ス
ペ
ー
ス
で

の
感
染
防
止
を
図
る
た
め
の
間
仕

切
り
、
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
テ
ン
ト
な

ど
を
整
備
す
る
。

問 問

問問

答 答

答答

◎予算　3,801万円
◦�生活困窮で住居を失うおそれが生じている
かたを対象とする住居確保給付金の支給を
増額

◎予算　１億8,534万円
◦�子育て世帯への臨時特別給付金として児童
１人あたり１万円を追加支給

◎予算　5,178万円
◦�ひとり親家庭等のうち、児童扶養手当を受
給している世帯の子ども１人あたり３万円
を支給

◎予算　2,900万円
◦�市内公共交通（路線バス・タクシー）の運
行継続緊急支援金を支給

◎予算　1,000万円
◦�図書館等に、貸出図書の消毒機を設置

生活困窮者自立支援事業

児童手当支給事業

児童扶養手当支給事業

公共交通政策推進事業

図書館施設管理業務

休業期間中の学校の様子休業期間中の学校の様子

三郷駅北口三郷駅北口
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きらりとひかる田園都市みさと新型コロナウイルス感染防止に向けた議会の対応

◆ 新型コロナウイルス感染症対応に係る申入書 ◆

■６月定例会（6月1日〜 11日）で実施した議会の対応についてお知らせします。

　本会議及び委員会における出席者を限定すること
で、３密防止対策を行いました。
①説明員について
　議場では、３役及び当日の議案に関係する部長の
みとし、出席者を最小限とする。常任委員会につい
ても原則、議案に関係する課長以上とする。
②議員について
　体調管理上、退出も可能とする。ただし、会派室
のテレビで会議を視聴する。

「議会費の削減と
感染症対策の拡充を要望」

　６月５日、三郷市議会は新型コロナウイルス感染症対応に
全力で協力を誓うとともに、市が実施する対策の財源の一助
となるよう、令和２年度における議会調査事業等の議会費の
一部について減額することを全議員一致で決定しました。こ
れを受けて正副議長及び議運委員長が、市長に対し、市議会
の意思を汲み、深刻な影響を被っている市民及び事業者の皆
さまの不安を払拭するための対策に充てるよう申し入れを行
いました。

議案第51号「令和２年度三郷市一般会計補正予算（第３号）」可決！ 
　議会からの申入書「新型コロナウイルス感染症対応に係る議会費の減額について」の趣旨を踏まえ、議会
費のうち「議会調査事業」の全額及び「本会議等議会運営事業」の一部、合わせて684万円を減額し、同額
を商工費の「がんばろう企業応援事業費補助金」に充当する補正予算が市長から追加提出されました。
　議案は６月10日上程、11日可決（全議員賛成）され、議会が申し入れた内容がすぐに予算化されました。

①傍聴者対応について
　マスク着用、手指消毒をお願い。傍聴席は60席を
30席にし、間隔をあける。
②マスクの着用について
　議場・委員会室では、議員や説明員もマスク着用。
③議長席及び演壇へのアクリル板の設置等について
　飛沫防止策として議場にアクリル板を設置。自席
で行っていた再質疑・再質問も、登壇して実施。
④議場内の換気について
　議場裏側と７階傍聴席入り口を開放。

◆本会議及び委員会への出席◆ ◆議場内の感染防止対策◆

新型コロナウイルス感染防止に向けた議会の対応

▲議長席と演壇にアクリル板を設置▲議長席と演壇にアクリル板を設置 ▲間隔をあけた傍聴席▲間隔をあけた傍聴席

▲申入書を市長へ
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一般質問

議
員　

不
要
不
急
の
外
出
自
粛
が
呼
び

掛
け
ら
れ
、
当
市
の
シ
ル
バ
ー
元
気
塾

も
休
止
さ
れ
て
い
る
が
、
高
齢
者
の
皆

さ
ん
の
運
動
不
足
に
よ
る
健
康
へ
の
悪

影
響
が
大
変
心
配
さ
れ
る
。
こ
の
課
題

に
対
し
、
オ
ン
ラ
イ
ン
の
同
時
双
方
向

型
を
実
施
す
る
こ
と
で
、
ス
マ
ホ
を
接

続
し
た
テ
レ
ビ
画
面
で
、
指
導
者
と
参

加
者
の
姿
を
互
い
に
見
な
が
ら
実
際
の

会
場
に
近
い
雰
囲
気
の
中
で
、
仲
間
と

一
緒
に
楽
し
く
健
康
づ
く
り
に
取
り
組

む
こ
と
が
で
き
る
。
そ
こ
で
、
オ
ン
ラ

イ
ン
シ
ル
バ
ー
元
気
塾
の
導
入
に
つ
い

て
伺
う
。

ス
ポ
ー
ツ
健
康
部
長　

自
宅
で
も
運
動

が
で
き
る
よ
う
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

シ
ル
バ
ー
元
気
塾
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
メ

ニ
ュ
ー
を
掲
載
し
て
い
る
。
オ
ン
ラ
イ

ン
で
シ
ル
バ
ー
元
気
塾
を
開
催
す
る
こ

と
が
で
き
れ
ば
、
直
接
モ
ニ
タ
ー
を
通

じ
て
、
お
互
い
の
動
き
の
確
認
や
会
話

が
で
き
る
よ
う
に
な
り
、
会
場
に
行
か

な
く
て
も
元
気
塾
に
参
加
す
る
こ
と
が

で
き
る
。
今
後
こ
の
取
り
組
み
が
構
築

で
き
る
よ
う
検
討
し
て
い
く
。

そ
の
他
の
質
問　

防
災
対
策
。

　市民の要望を市政に反映させるための一般質問は、各種の
行政課題を取り上げて、３日間にわたり８人の議員が活発な
論戦を展開しました。 ※記事掲載は順不同。内容は一部抜粋しています。

市政に対する

一般質問
質 問 議 員

佐藤　睦郎　　稲葉　春男　　佐藤　智仁　　柳瀬　勝彦
渡邉　雅人　　工藤智加子　　深川　智加　　加藤　英泉

オ
ン
ラ
イ
ン
シ
ル
バ
ー
元
気
塾
の

オ
ン
ラ
イ
ン
シ
ル
バ
ー
元
気
塾
の

導
入
を

導
入
を

議
員

ス
ポ
ー
ツ
健
康
部
長

議
員　

５
月
25
日
に
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
対
策
の
緊
急
事
態
宣
言

が
全
国
で
解
除
さ
れ
た
。
し
か
し
感
染

は
完
全
に
収
ま
っ
て
お
ら
ず
、
次
の
感

染
の
波
が
い
つ
ど
の
よ
う
に
起
き
る
の

か
予
断
を
許
さ
な
い
状
況
で
あ
る
。
そ

こ
で
、
①
認
識
と
三
郷
市
内
の
実
態
、

対
策
は
。
②
水
道
・
下
水
道
料
金
の
引

き
下
げ
に
つ
い
て
。
③
中
小
企
業
振
興

条
例
の
制
定
を
す
べ
き
で
あ
る
が
、
考

え
は
。

市
長　

①
社
会
経
済
活
動
と
感
染
防
止

対
策
を
両
立
さ
せ
る
た
め
の
工
夫
が
求

め
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
引
き
続
き
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策
本
部
を
中
心
に

感
染
防
止
対
策
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、

社
会
経
済
活
動
の
活
性
化
に
向
け
た
取

り
組
み
を
推
進
す
る
。

水
道
部
長　

②
水
道
料
金
は
施
設
の
維

持
管
理
、
更
新
及
び
耐
震
化
を
計
画
的

に
行
う
上
で
、
必
要
な
財
源
と
な
っ
て

い
る
。
下
水
道
使
用
料
も
含
め
て
、
国

の
通
知
に
基
づ
き
納
付
相
談
に
よ
る
納

入
期
限
の
猶
予
を
行
っ
て
い
る
。

建
設
部
長　

②
下
水
道
使
用
料
は
、
良

好
な
生
活
環
境
を
維
持
す
る
た
め
の
財

源
と
し
て
必
要
不
可
欠
で
あ
り
、
引
き

下
げ
に
つ
い
て
は
慎
重
な
検
討
が
必
要

で
あ
る
。

市
民
経
済
部
長　

③
国
・
県
・
商
工
会

な
ど
の
関
係
機
関
と
連
携
し
、
各
種
施

策
を
着
実
に
実
施
し
、
市
内
産
業
の
振

興
を
図
っ
て
い
く
。

水
道
部
長

建
設
部
長

そ
の
他
の
質
問

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
対
策
に
つ
い
て

感
染
症
対
策
に
つ
い
て

議
員

市
長

市
民
経
済
部
長

シルバー元気塾特別講座シルバー元気塾特別講座
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きらりとひかる田園都市みさと

学
校
教
育
部
長　

①
休
業
期
間
中
は
、子

ど
も
達
の
健
康
と
安
全
に
留
意
し
な
が

ら
自
由
登
校
日
を
設
定
し
、教
科
書
や
学

習
課
題
の
受
け
渡
し
を
す
る
な
ど
、家
庭

学
習
の
充
実
に
努
め
て
き
た
。今
後
に
つ

い
て
は
、夏
季
休
業
日
の
短
縮
や
、土
曜

日
授
業
の
実
施
に
よ
り
、授
業
時
間
の
確

保
に
努
め
る
と
と
も
に
指
導
計
画
の
見

直
し
な
ど
を
行
っ
て
い
く
。②
家
庭
に
お

い
て
も
適
切
に
活
用
で
き
る
よ
う
、今
後

も
研
究
を
進
め
て
い
く
。

そ
の
他
の
質
問　

行
政
問
題
な
ど
。

議
員　

Ｍ
Ｕ
Ｄ（M

edia�Universal�Desi
gn

）と
は
、さ
ま
ざ
ま
な
情
報
が
高
齢
者
・

障
が
い
者
・
色
覚
障
が
い
者
、外
国
人
な

ど
に
も
、見
や
す
く
、伝
わ
り
や
す
く
す

る
た
め
の
配
慮
手
法
で
あ
る
。情
報
発
信

者
や
デ
ザ
イ
ン
・
制
作
者
が
Ｍ
Ｕ
Ｄ
の
配

慮
を
行
う
こ
と
で
、よ
り
多
く
の
市
民
に

議
員　

今
年
、１
月
９
日
に
中
国
の
湖
北

省
武
漢
市
で
発
生
し
た
と
さ
れ
る
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
に
よ
っ
て
世
界
的
な
混
乱

が
引
き
起
っ
た
。三
郷
市
で
は
、こ
の
感

染
症
に
対
し
て
イ
ベ
ン
ト
の
中
止
や
小
・

中
学
校
の
休
校
が
行
わ
れ
て
い
る
が
外

出
自
粛
延
長
な
ど
に
よ
り
、住
民
の
か
た

が
た
か
ら
不
安
の
声
が
寄
せ
ら
れ
て
き

て
い
る
。①
外
出
自
粛
期
間
中
の
子
ど
も

た
ち
へ
の
支
援
や
、実
施
で
き
な
か
っ
た

授
業
を
ど
の
よ
う
に
行
っ
て
い
く
の
か
。

②
文
部
科
学
省
は
、次
の
学
年
に
持
ち
越

し
、数
年
か
け
て
学
習
を
取
り
戻
す
方
針

で
あ
る
と
し
て
い
る
。今
後
、市
も
オ
ン

ラ
イ
ン
に
よ
る
授
業
が
で
き
る
よ
う
整

備
を
進
め
て
い
る
が
、Ｐ
Ｃ
の
セ
キ
ュ
リ

テ
ィ
や
目
的
外
使
用
へ
の
措
置
が
必
要

で
は
な
い
か
。

小
・
中
学
校
の
再
開
後
の

小
・
中
学
校
の
再
開
後
の

対
応
に
つ
い
て

対
応
に
つ
い
て

議
員

学
校
教
育
部
長

わ
か
り
や
す
く
情
報
が
伝
わ
る
安
全
な

社
会
を
目
指
す
こ
と
が
で
き
る
。カ
ラ
ー

ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
は
、不
自
由
を

感
じ
な
い
配
色
や
デ
ザ
イ
ン
を
提
供
す

る
こ
と
に
よ
り
、正
確
な
情
報
を
伝
え
る

こ
と
が
可
能
と
な
る
。き
め
細
や
か
な
情

報
発
信
は
、市
民
へ
の
情
報
保
障
に
な
る

こ
と
か
ら
、よ
り
一
層
の
調
査
研
究
を
行

う
べ
き
だ
が
、考
え
は
。

企
画
総
務
部
長　
「
広
報
み
さ
と
」で
は
、

誰
も
が
見
分
け
や
す
い
配
色
や
デ
ザ
イ

ン
と
す
る
こ
と
に
留
意
し
、色
の
配
列
や

明
る
さ
、鮮
や
か
さ
の
調
整
、文
字
の
ふ
ち

取
り
等
の
工
夫
を
行
っ
て
い
る
。ま
た
、ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
ア
プ
リ
の
チ
ェ
ッ
ク
ツ
ー

ル
等
を
活
用
し
て
、客
観
的
に
カ
ラ
ー

ペ
ー
ジ
を
検
証
す
る
な
ど
、誰
も
が
違
和

感
な
く
、見
や
す
い
と
感
じ
る
紙
面
づ
く

り
に
引
き
続
き
努
め
て
い
く
。

そ
の
他
の
質
問　

学
校
教
育
問
題
に
つ

い
て
な
ど
。

議
員　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
関
す

る
自
治
体
独
自
の
支
援
を
行
う
た
め
、多

く
の
市
町
村
が
財
政
調
整
基
金
の
活
用

に
動
い
て
い
る
。本
市
に
お
い
て
も
今
議

会
に
て
約
１
８
０
０
万
円
を
財
政
調
整

基
金
か
ら
繰
り
入
れ
て
支
援
へ
と
充
て

る
こ
と
と
な
っ
た
が
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
に
ま
つ
わ
る
支
援
策
は
今
後
も
長

期
的
に
必
要
と
な
る
可
能
性
が
あ
る
。再

度
、財
政
調
整
基
金
を
活
用
す
る
こ
と
も

視
野
に
入
れ
る
べ
き
と
考
え
る
が
見
解

は
。ま
た
、今
後
も
非
常
時
に
本
市
独
自

の
支
援
を
弾
力
的
に
行
っ
て
い
く
た
め

に
は
財
政
調
整
基
金
を
一
定
程
度
確
保

す
る
こ
と
が
必
要
と
な
る
。今
一
度
、積

み
立
て
の
規
模
や
運
用
の
適
切
な
あ
り

方
に
つ
い
て
検
証
す
る
こ
と
を
求
め
る
。

財
務
部
長　

感
染
症
対
策
と
し
て
は
、国

の
支
援
を
最
大
限
に
活
用
す
る
と
と
も

に
、今
後
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
関

す
る
状
況
や
国
な
ど
の
動
向
を
注
視
し
、

必
要
に
応
じ
て
財
政
調
整
基
金
の
活
用

に
つ
い
て
も
検
討
し
て
い
く
。ま
た
、国

や
県
の
補
助
金
を
積
極
的
に
活
用
す
る

な
ど
、効
率
的
な
事
務
執
行
に
よ
り
生
み

出
し
た
剰
余
金
を
も
と
に
適
切
な
範
囲

で
基
金
へ
の
積
み
立
て
を
す
る
よ
う
努

め
て
い
く
。

そ
の
他
の
質
問　

危
機
管
理
対
策
。

企
画
総
務
部
長

そ
の
他
の
質
問

財
務
部
長

そ
の
他
の
質
問

議
員

そ
の
他
の
質
問

議
員

メ
デ
ィ
ア
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル

メ
デ
ィ
ア
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル

デ
ザ
イ
ン（
Ｍ
Ｕ
Ｄ
）に
つ
い
て

デ
ザ
イ
ン（
Ｍ
Ｕ
Ｄ
）に
つ
い
て

財
政
調
整
基
金
の

財
政
調
整
基
金
の適切

な
運
用
を

適
切
な
運
用
を

※下がUDフォント。

議会の詳細は「会議録」で
　三郷市議会ホームページまたは、
市役所内の市政情報コーナー、図書
館などで「会議録」を閲覧すること
ができます。なお６月定例会の会議
録は８月下旬に更新する予定です。
▶�会議録速報版を公開…閉会から
１か月を目安に、ホームページに
てＰＤＦ形式で公開しています
のでご覧ください。

URL　�https://ssp.kaigiroku.net/
　　　tenant/misato/SpTop.html
三郷市議会　会議録 検索
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宅
の
募
集・申
込
状
況
と
倍
率
は
。④
生
活

困
窮
者
が
増
え
る
な
か
で
住
宅
確
保
が
課

題
だ
が
、市
長
の
考
え
は
。

市
長　

①
②
住
宅
施
策
は
転
換
期
に
あ

り
、空
き
家
対
策
や
民
間
活
力
の
利
用
も

含
め
、慎
重
に
検
討
し
て
い
く
。④
県
が

設
置
し
た「
埼
玉
県
住
ま
い
安
心
支
援

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」に
加
盟
し
、住
宅
支
援

に
関
す
る
情
報
発
信
を
行
っ
て
い
る
。

財
政
部
長　

③
昨
年
度
は
横
堀
団
地
の

１
戸
に
つ
い
て
入
居
者
を
募
集
し
た
と

こ
ろ
３
名
か
ら
応
募
が
あ
っ
た
。

そ
の
他
の
質
問　

人
権
問
題
な
ど
。

議
員　

政
府
は
、介
護
事
業
者
に
は「
十

分
な
感
染
対
策
を
行
い
つ
つ
継
続
を
」と

要
請
し
て
い
る
。介
護
事
業
所
が
医
療
と

同
様
に
国
民
生
活
を
支
え
る
重
要
な
社

会
イ
ン
フ
ラ
で
あ
る
こ
と
が
、あ
ら
た
め

て
明
ら
か
に
な
っ
た
。介
護
従
事
者
は
感

染
の
不
安
を
抱
え
な
が
ら
、利
用
者
の
生

活
を
支
え
て
い
る
。感
染
の
疑
い
の
あ
る

利
用
者
へ
の
介
護
に
不
安
を
抱
き
な
が

ら
、「
密
接
」、「
密
着
」は
ど
う
し
て
も
避

け
ら
れ
な
い
の
が
実
態
で
あ
る
。感
染
拡

大
に
よ
っ
て
事
業
所
が
閉
鎖
と
な
る
事

態
に
な
ら
な
い
よ
う
し
っ
か
り
支
援
し
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
へ
の
対
応
を
実

施
し
た
施
設
や
従
事
者
へ
の
特
別
手
当

市営住宅横堀団地市営住宅横堀団地

い
る
こ
と
か
ら
、縦
割
り
行
政
を
排
し
、

コ
ロ
ナ
対
策
費
と
し
て
一
元
化
し
、部
署

横
断
的
に
柔
軟
な
予
算
運
用
で
産
業
振

興
を
図
り
、一
刻
も
早
く
市
民
生
活
の
回

復
を
図
る
べ
き
で
あ
る
が
、考
え
は
。

市
長　

関
連
予
算
に
つ
い
て
は
、感
染
症

の
拡
大
状
況
と
先
行
き
を
勘
案
し
、広
く

調
整
を
行
っ
て
い
る
。一
方
、国
の
地
方

創
生
臨
時
交
付
金
な
ど
を
活
用
し
、「
が

ん
ば
ろ
う
企
業
応
援
事
業
補
助
金
」の
拡

充
を
は
じ
め
と
し
た
支
援
策
を
盛
り
込

ん
だ
補
正
予
算
を
今
議
会
に
お
い
て
議

決
い
た
だ
い
た
。今
後
も
国
の
施
策
、地

方
自
治
体
に
対
す
る
支
援
策
を
最
大
限

に
活
用
し
、市
内
産
業
復
興
及
び
振
興
を

は
じ
め
、福
祉
、教
育
、健
康
な
ど
多
岐
に

わ
た
る
対
応
を
総
合
的
に
検
討
し
、実
施

す
る
。

そ
の
他
の
質
問　

安
全
安
心
対
策
。

一般質問

議
員　

非
常
事
態
で
は
弱
者
へ
の
し
わ

よ
せ
が
大
き
く
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
拡
大
は
低
所
得
で
安
定
し
た
住
ま
い

を
持
て
な
い
人
の
暮
ら
し
を
脅
か
し
た
。

住
居
確
保
の
必
要
性
が
求
め
ら
れ
て
い
る

が
、本
市
に
は
市
営
住
宅
が
49
戸
し
か
な

い
。大
広
戸
団
地
に
関
し
て
は
老
朽
化
の

た
め
新
た
な
募
集
は
停
止
し
て
お
り
、戸

数
は
減
る
一
方
で
あ
る
。こ
の
コ
ロ
ナ
禍

を
き
っ
か
け
に
住
宅
政
策
を
見
直
し
、ハ

ウ
ジ
ン
グ
プ
ア
を
生
ま
な
い
社
会
を
つ
く

る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。そ
こ
で
、①
低
廉

で
安
定
し
た
住
ま
い
で
あ
る
市
営
住
宅
を

増
や
す
べ
き
だ
が
考
え
は
。②
家
賃
補
助

制
度
や
借
り
上
げ
制
度
の
創
設
を
求
め
る

が
考
え
は
。③
昨
年
度
に
お
け
る
市
営
住

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
禍
に
お
け
る

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
禍
に
お
け
る

介
護
事
業
所
・
従
事
者
へ
の
支
援
を

介
護
事
業
所
・
従
事
者
へ
の
支
援
を

の
創
設
を
求
め
る
が
考
え
は
。

福
祉
部
長　

マ
ス
ク
な
ど
が
不
足
し
て

い
る
状
況
を
鑑
み
、３
月
下
旬
に
は
、市

が
非
常
時
用
に
備
蓄
し
て
い
る
マ
ス
ク

を
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
や
通
所
系
介

護
サ
ー
ビ
ス
な
ど
の
介
護
事
業
所
に
対

し
、１
施
設
当
た
り
１
０
０
枚
配
布
し

た
。ま
た
、国
が
示
す
臨
時
的
な
取
り
扱

い
に
基
づ
き
、サ
ー
ビ
ス
方
法
の
変
更
な

ど
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
へ
の
対
応
に
よ

る
も
の
に
つ
い
て
は
、通
常
の
給
付
実
績

と
し
て
請
求
で
き
る
よ
う
に
し
、介
護
報

酬
が
減
少
し
な
い
よ
う
に
し
て
い
る
。

そ
の
他
の
質
問　

子
育
て
支
援
な
ど
。

議
員　

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン

ピ
ッ
ク
は
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感

染
拡
大
の
影
響
で
来
年
に
延
期
さ
れ
た
。

ギ
リ
シ
ャ
の
ホ
ス
ト
タ
ウ
ン
推
進
事
業
、

支
援
事
業
、関
連
事
業
等
予
算
は
６
部
署

に
わ
た
り
合
計
１
億
４
２
４
０
万
円
で

あ
る
。予
算
の
中
で
、学
校
教
育
部
の「
英

語
力
育
成
事
業
及
び
英
語
検
定
用
受
験

奨
励
補
助
金
」の
６
８
５
０
万
円
及
び
ホ

ス
ト
タ
ウ
ン
交
流
事
業
等
７
５
０
万
円

を
合
わ
せ
た
約
７
６
０
０
万
円
は
必
要

な
歳
出
と
し
、残
る
約
６
６
０
０
万
円

は
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
が

市
民
生
活
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
て

住
宅
確
保
の
取
り
組
み
強
化
を

住
宅
確
保
の
取
り
組
み
強
化
を

オ
リ
・
パ
ラ
関
連
事
業
予
算
の

オ
リ
・
パ
ラ
関
連
事
業
予
算
の

柔
軟
運
用
に
よ
り
産
業
振
興
を

柔
軟
運
用
に
よ
り
産
業
振
興
を

議
員

財
務
部
長

そ
の
他
の
質
問

市
長

そ
の
他
の
質
問

そ
の
他
の
質
問

議
員

ホストタウンの取り組みなどホストタウンの取り組みなど
オリ・パラ関連の事業オリ・パラ関連の事業

市
長

福
祉
部
長

議
員
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きらりとひかる田園都市みさと審議結果と賛否

号 件　　　名 結果 21世紀 政志会 公明党 共産党 市民派

議
　
案

19 基本構想を定めることについて 可決 ○ ○ ○ × ○
20 専決処分の承認を求めることについて 承認 ○ ○ ○ ○ ○
21 専決処分の承認を求めることについて 承認 ○ ○ ○ ○ ○
22 専決処分の承認を求めることについて 承認 ○ ○ ○ ○ ○
23 専決処分の承認を求めることについて 承認 ○ ○ ○ ○ ○
24 専決処分の承認を求めることについて 承認 ○ ○ ○ ○ ○
25 専決処分の承認を求めることについて 承認 ○ ○ ○ ○ ○
26 専決処分の承認を求めることについて 承認 ○ ○ ○ ○ ○
27 職員の特殊勤務手当に関する条例の一部を改正する条例 可決 ○ ○ ○ ○ ○
28 三郷市手数料徴収条例の一部を改正する条例 可決 ○ ○ ○ ○ ○
29 三郷市税条例等の一部を改正する条例 可決 ○ ○ ○ ○ ○
30 三郷市都市計画税条例の一部を改正する条例 可決 ○ ○ ○ ○ ○
31 三郷市国民健康保険税条例の一部を改正する条例 可決 ○ ○ ○ ○ ○
32 三郷市介護保険条例の一部を改正する条例 可決 ○ ○ ○ ○ ○
33 埼玉県市町村総合事務組合の規約変更について 可決 ○ ○ ○ ○ ○
34 令和２年度三郷市一般会計補正予算（第２号） 可決 ○ ○ ○ ○ ○

35 農業委員会委員の過半数を認定農業者等又はこれに準ずる者とすることに関する同意について 同意 ○ ○ ○ ○ ○

36 固定資産評価員の選任について 同意 ○ ○ ○ ○ ○
37
〜
50
農業委員会委員の任命について 同意 ○ ○ ○ ○ ○

51 令和２年度三郷市一般会計補正予算（第３号） 可決 ○ ○ ○ ○ ○
議
員
提
出

52 医療機関の経営危機に対する財政支援を求める意見書 否決 × × × ○ ×
53 加齢性難聴者の補聴器購入に対する公的助成制度の創設を求める意見書 否決 × × × ○ ×
54 保健所の増設と機能強化を求める意見書 否決 × × × ○ ×

６月定例会の審議結果と賛否をお知らせします
○＝賛成　×＝反対

※このほか報告11件が提出されました。また、陳情１件を受理しました。

※議長は採決に加わっていません。

会派名（人数） 所属議員名

21世紀クラブ⑺ 菊名　裕（議長）、岡庭　明、市川　文雄、加藤　英泉、柳瀬　勝彦、
柴田　吾一、渡邉　雅人

政志会⑸ 篠田　進、武居　弘治、佐藤　裕之、佐々木　修、野村　浩之
公明党⑸ 酒巻　宗一、中野　照夫、鈴木　深太郎、佐藤　睦郎、鳴海　和美
日本共産党⑷ 稲葉　春男、工藤　智加子、佐藤　智仁、深川　智加
市民派クラブ⑴ 村上　香代子

◦
石
井　

昌
明（
茂
田
井
）

◦
榎
本　

貞
夫（
前
間
）

◦
大
久
保　

貴
章（
大
広
戸
）

◦
大
熊　

陽
子（
茂
田
井
）

◦
戸
邉　

勲（
半
田
）

◦
内
田　

和
夫（
戸
ヶ
崎
三
丁
目
）

◦
岡
庭　

丈
夫（
鷹
野
一
丁
目
）

◦
篠
田　

義
昭（
戸
ヶ
崎
二
丁
目
）

◦
鶴
岡　

千
鶴
子（
高
州
二
丁
目
）

◦
秋
谷　

直
邦（
番
匠
免
一
丁
目
）

◦
沖　

久
雄（
彦
倉
一
丁
目
）

◦
島
根　

至
代（
花
和
田
）

◦
中
村　

誠（
彦
糸
一
丁
目
）

◦
岡
庭　

早
苗（
鷹
野
一
丁
目
）

人

事

案

件

農
業
委
員
会
委
員
の
任
命
に
同
意農業委員会委員14名が市長により任命農業委員会委員14名が市長により任命※敬称略
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議会を傍聴しませんか

議 会 を 傍 聴 し ま せ ん か
　新型コロナウイルス感染防止のため、傍聴をされるかた
は、入場時に手指消毒及び、マスクの着用をお願いいたしま
す。また、体調のすぐれないかた（せき・発熱など）は、傍聴を
お控えくださいますよう、ご理解よろしくお願いいたしま
す。

問い合わせ　議会事務局　　☎048（930）7768

Ｑ． 議会はいつ傍聴できますか。
Ａ． 議会は３月・６月・９月・12月に開催されます。
　　詳しい日程は議会事務局にお問い合わせください。
Ｑ．議会を傍聴したいのですが、どのような手続きをするのですか。 
Ａ．�本会議は原則として、どなたでも傍聴ができます。通常は午前
10時から会議が開かれますので、７階傍聴席入口で氏名・住所
を記入してから傍聴してください。

　　�　なお、委員会の傍聴は委員長の許可が必要となり、６階議会事
務局で受付します。

Ｑ．子どもと一緒に傍聴したいのですが。
Ａ．�お子さんの傍聴も可能ですが、係員の指示に従っていただく場合
があります。 

Ｑ．車椅子でも、議会の傍聴はできますか。
Ａ．�車椅子のかたのためのスペース（３席）があります。
Ｑ．三郷市議会では手話による傍聴は可能ですか。
Ａ．�議会傍聴で手話通訳または要約筆記を希望されるかたは、傍聴希望
日のおおむね14日前までに議会事務局までお申し込みください。

次回の定例会は９月（開会日は８月31日）に開かれます。午前10時から開会となります。

議会傍聴Ｑ＆Ａ

令和２年９月定例会の日程表
月日 曜日 会議別

８月31日 月

本会議９月１日 火

９月４日 金

９月７日 月
委員会

９月８日 火

９月14日 月 本会議（議案採決）

９月15日 火

本会議
（一般質問）

９月16日 水

９月17日 木

９月18日 金

※�正式には市長の招集告示を受け、議会
運営委員会を経て、開会日の本会議で
決定します。

手話通訳により傍聴する様子手話通訳により傍聴する様子

▪️傍聴のルール▪️
⑴��騒ぎ立てたり、拍手をするなど可否を表明したり、迷惑となるような
行為をしないでください。

⑵��みだりに立ち上がるなど、威圧的な行為をしないでください。
⑶��携帯電話・カメラ・録音機等は使用できません。（電源オフ）
⑷��飲食または喫煙をしないでください。
⑸��その他、議場の秩序を乱し、または会議の妨害となるような行為をし
ないでください。

※�傍聴されるかたは、議長、または係員の指示に従ってください。

　全国市議会議長会及び埼玉県市議会議長会の定期総会に
おいて、永年勤続議員として地方自治の発展、市政の振興
に尽くされた功績に対して表彰されました。

　議会だより181号（令和２年５月15日
号）において、一部誤りがありました。
　訂正しておわびいたします。

訂正箇所
２ページ目
×　�３月25日「定例会等における感
染症の拡大防止対応について」

〇　�２月25日「定例会等における感
染症の拡大防止対応について」

永年勤続議員表彰

工
く

藤
どう

　智
ち

加
か

子
こ

全国市議会議長会（議員歴10年）
埼玉県市議会議長会（議員歴10年）

議会だより181号の一部訂正について
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陸上競技場で今後も魅力的な
企画を

団体職員　40代　早稲田在住

　三郷に住んで40年がたちました。
ここ数年は、新しい公共・商業施設
ができ、以前より便利な街になりま
した。スポーツ面では、２年前に陸
上競技場ができ、活気が出てきたよ
うに思います。特に、みさとシティ
ハーフマラソンの会場となってか
ら、マラソン大会が以前より華やか
になりました。マラソンゴール前に
競技場トラックを一周走るのは、他
のマラソン大会では味わえないとて
も心地良い経験です。また、陸上競
技場で本のイベントを開催したり、
スポーツ以外の用途でも利用してい
るのは喜ばしいことです。今後も多
くの人が魅力的で参加したいと思う
企画を立てていただきたいです。

みさと団地ピンク公園と
グラウンドの一帯にトイレを

介護職員　60代　みさと団地在住

　みさと団地（彦成４丁目）のピン
ク公園（通称）から、グラウンドに
つながる一帯は、桜やメタセコイア
等の樹木が育ち、春の花見、夏の木
陰、秋冬の木漏れ日等、四季折々の
移ろいの風景を楽しめる癒

いや

し空間と
して気に入っています。しかし、残
念なことにトイレがありません。公
園やプールで遊ぶ子どもたちや親た
ち、グラウンドゴルフを楽しむ方々
にとって、トイレを望む声は切実で
す。また、公園で遊ぶ子どもたちに
とっては熱中症対策としての水飲み
場やドロンコになった手足を洗う水
場が望まれるところです。

み
さ
と
市
議
会
だ
よ
り
（
第
１
８
２
号
）

発
行　

三　

郷　

市　

議　

会

編
集　

議
会
だ
よ
り
編
集
委
員
会

〒
３
４
１
︱
８
５
０
１

埼
玉
県
三
郷
市
花
和
田
６
４
８
︱
１

Ｔ
Ｅ
Ｌ 

０
４
８
︱
９
３
０
︱
７
７
６
８（
直
通
）

Ｆ
Ａ
Ｘ 

０
４
８
︱
９
５
３
︱
１
３
５
８

きらりとひかる田園都市みさと

この議会だよりは地球にやさしい再生紙と植物油インクを使用しています。

暑
中
お
見
舞
い

申
し
上
げ
ま
す

猛
暑
の
折
、
熱
中
症
等
く
れ
ぐ
れ

も
お
身
体
に
お
気
を
付
け
、

ご
自
愛
く
だ
さ
い
。

※�

公
職
選
挙
法
の
規
定
に
よ
り
、

議
員
の
寄
附
行
為
や
時
候
の
挨

拶
状
な
ど
は
禁
止
さ
れ
て
お
り

ま
す
。
本
紙
上
を
も
っ
て
、
ご

挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

三
郷
市
議
会

丹後神社（早稲田８丁目）丹後神社（早稲田８丁目）

議会だより編集委員会もマスク着用で議会だより編集委員会もマスク着用で


